
＜シャローム和光＞料理プログラム「カレーライスとサラダ」
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PICK UP!プログラムレポート

　本日は「背骨コンディショニング」を行いました。骨のズレを矯正すると内臓の働きも良くするこ

とにも繋がります。肩回りや首の神経をストレッチでゆるめた後、固く丸めたタオルを背骨に押し

当て、自分の体重を使い骨の矯正を行っていきます。骨を矯正した後は、周りの筋肉をトレーニン

グで鍛えることで背骨を正しい位置に維持できるようになります。参加された方は「首の可動域が

広がり感動しました！」とお話されていました。

＜シャローム所沢＞健康増進プログラム「背骨コンディショニング！」

　定番メニューのカレーライスとサラダをつくりました！利用者さんたちは玉ねぎ、にんじん、

ジャガイモの皮むき、一口大の大きさに切って、煮込んで、サラダを用意して…とても丁寧に調理

を進めてくれました！クッキングの後は、もちろん実食！！！皆さんで協力して作ったお料理は格

別です！「じっくり煮込んで美味しかった」「家で食べるカレーと一味違うな」などなど、嬉しい

ご感想と一緒に、幸せな笑顔が並びました！

　就労セミナーで「オープン クローズ」では、精神障がい者枠でのメリット・デメリットや、障がい

者手帳をもっているメリットは何か、障がいの程度や症状を自分できちんと把握しているのかなど

について取り上げられました。皆さん、とても真剣にお話を聞かれていました。また分からない点

は積極的に質問をされていました。今後、就労にあたってとても大切なことをポイントが紹介され

ていたので、時間がある時に改めて見直しを行ってみてくださいね。

＜シャローム浦和＞就労セミナー「オープン クローズ」

プログラムの参加費は無料です。参加希望の方は事前に、下記まで電話、又はメールにてお問合せ下さい。

2024 新春

プログラム

就職から職場定着まで完全サポート

就職に役立つ資格取得をサポート
コミュニケーション力を確実にアップ！

私たちがサポートいたします

様々なプログラムを
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シャロームから皆さまへのお便り
2024年－冬－ 利用者様の作品を紹介します。

シャローム各事業所の

経験値

希望の場所になるように
　謹んで新年のお慶びを申し上げます。2024年も多くの方々にお支え頂きながら、弊所がこの地にあり続けることができますことを心より感謝申

し上げます。本年も何卒よろしくお願いいたします。あたらしい年を迎え、様々な願いや希望を胸に過ごされている方が多いことと思います。シャロ

ームの利用者の方々も、やりたいことや得たいものに向かい、前向きに日々を過ごされています。スタッフ一同、その思いや願いを心を込めて今年も

応援させて頂きたいと思っています。
　歩み方も歩む道も十人十色。願いを叶えようと努力を重ねる中で、川の流れのように抗わずに流されてみたり抗ってみた

りしながらたどり着く先には、とがりのない穏やかな十色の幸せに包まれたものが待っているように思います。期待のもの

が得られなかった時に、人は、願いが遂げられなかったと嘆いてしまうことがよくありますが、期待とは違う別のよいもの

を得られたと新たな価値を見出し喜べたなら、どの道の先にも幸せがあるように思います。割れや欠けのある陶磁器を修

復し、本来とは別の良さを創り出す“金継ぎ”や、羊毛フェルト作家ナガイエツコさんや所沢の卒業生のきしくきしさんの作

品のように、欠けのある人形やキャラクターがむしろ魅力的なバランスといとおしさを醸し出しステキな作品となって人の

心をとらえるように、たどり着く先の道の良さを見出したり、自分の割れや欠けをむしろ自分の魅力にし、やりたいことや

得たいものに繋げていく、そんな場所でありたいとシャロームは願っています。　（シャローム所沢　施設長　最上千

きしくきしさん<シャローム所沢>

「ぬいぐるみと一緒」［デジタルアート］

「針は流れ、想いは留まる」［詩］

　シャローム通信新春号がお手元に届くころは冬真只中の寒い時期でしょうか？私は寒いのが苦手ですがしっかり活動しております(; ･̀д･́ )。皆様

も寒さに負けず、しっかり体調管理しながら活動されていますでしょうか？今回は私の思う「経験値」についてお話します。皆様は例えば人前で話し

たりする事は得意でしょか？多分大半の方が「苦手」と答えるのではないかと思います。何故…？上手く話せなかったらどうしよう？失敗したらどう

しよう？等々考えるのでしょうか？では「失敗」と聞くと嫌なものと感じますが、本当に嫌なものでしょうか？

　私が経験してきた失敗の大半は（全部かも？）失敗しても大したことは無く、むしろ成功に導いてくれる経験値になった

出来事が多いです。「何事も経験」「場数を踏む」といった言葉もある通り、色々な事を経験する事。その中で失敗も多く

経験するでしょうし、成功ももちろん経験すると思います。失敗も笑い飛ばして素敵な経験値に変えられるサポートを、心

がけられるように続けていきたいと考えております。　　　　　　　　　　　（シャローム浦和　施設長代行　菊本雄）

〈作品説明〉
今回はシンプルかつカラフルに描いてみました。

「ロッカー塗装」［DIY］

Ｎ・Ｋさん<シャローム和光>
〈作品説明〉

初めてペンキの作業を経験して大変でしたが、
楽しく協力して作り上げることができました。

Ｍ・Ｔさん<シャローム和光>
〈作品説明〉

色の配置を何度もイメージして塗りました。
とてもかわいく仕上がりました。

幽人燐さん<シャローム所沢>
ゆ う じ ん り ん

〈作品説明〉
この詩が載る頃には、2023年も過ぎています。本当にあっという間で、この一年でなにがで
きたかは、人それぞれだと思います。時間が経つ比喩で、針は流れる。想いという言葉が僕は好
きです。人だったり、物であったり、思想のように、何かを想う気持ちは色褪(いろあ)せない。
2024年も、針は止まりませんが、未来を想う意志も止めない年にしましょう！障がいのある方がより良く生きられる社会を目指して

　企業や国・地方公共団体が障がいのある方を一定数雇用することを義務付けた、法定雇用率という法律があります。この法律により社会の障が

い者に対する理解度も高まり当事者の方々にとっては働きやすい環境になってきました。しかし一方で法定雇用率さえ守れば良いといった風潮も

時々耳にします。私たちスタッフは利用者の皆様が就労にさえ就けば良いと思ったことは一度としてありません。その方の３年後、５年後更にその先
の人生がより良くなるように、働く事への喜びや希望を持って頂きたいとの想いからサポートをさせて頂いております。

　先日、卒業生の方から「毎日が充実していて、ごはんも美味しいです。無遅刻無欠席で仕事しています!」とのお声をお聞き

しました。もちろん本人による努力の結果ですが、このような気持ちになれる環境を提供してくださった企業様に大変感謝し

ております。これから更に社会全体が障がいへの理解を深め、障がいのある方々が希望を持って働ける時代になることを強

く願っております。そして私たちスタッフもその一助となれるように精進してまいりたいと思っております。新たな年を迎える

にあたり、利用者の皆様におかれましては希望で溢れる一年となることをイメージしてぜひ良いスタートを切って頂きたと思

っております。2024年が皆様にとって素晴らしい一年となりますように。　　　　（シャローム和光　施設長　神田紀男）

こつこつさん<シャローム浦和>

「クリスマスカード」［パワーポイント作品］

〈作品説明〉
クリスマスカードをパワーポイントで作成しました。

シャロームで学んだスキルを使って楽しく作成できました。 〈
作
品
説
明
〉
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